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研究シーズ概要

対象疾患： 手術、外傷や口唇裂・口蓋裂など口腔顔面裂を含む外表先天異常による骨格筋運動機能
不全をきたす疾病

特許情報： 発明の名称：骨格筋の損傷修復促進剤 PCT/JP2018/022329
技術の特徴：本プロジェクトは、骨格筋損傷、瘢痕線維化に伴い筋機能低下をきたした疾病に対する

機能性ペプチドによる実効性の高い骨格筋機能再生療法の確立を目的とする

骨格筋は、運動や軽微な損傷に対して速やかに修復・再生が行われるが、外傷、手術
によって筋組織の重篤な損傷や筋束の断裂をきたす場合や、発育不全を有する先天性疾
患においては、従来の治療、形成手術を行ったとしても十分な機能回復が得られない
ケースも少なくない。オステオポンチン由来のSVVYGLR (SV) ペプチドは、血管新生促進、
III型コラーゲン分泌作用、間葉系幹細胞の活性上昇、線維芽細胞から筋線維芽細胞への
分化を誘導することで、心筋線維化をきたす疾病における心機能の改善をもたらすこと
が先行研究において明らかにされている。SVペプチドは他の増殖因子と比較して抗原性
が低く、代謝が容易で高い安全性を有している。本ペプチドが心筋と同じ横紋筋である
骨格筋の損傷に際して、再生修復過程に如何なる作用を及ぼすかは未だ明らかとされて
いない。
骨格筋損傷モデル、ヒト由来骨格筋前駆細胞を用いた予備研究において、SVペプチド

は、骨格筋の再生修復過程を促進すること、筋活動量の増大を伴い機能回復の優位性が
観察されること、損傷部の瘢痕形成を抑制し、筋芽細胞の増殖能、分化誘導能を促進す
る作用を有することが明らかとなっており、さらなる検証実験を行うことで、骨格筋損
傷、瘢痕線維化に伴い筋機能低下をきたした疾病に対する実効性の高い機能性ペプチド
を用いた新規骨格筋機能再生療法の確立が期待される。
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SVペプチド投与側では、筋損傷
部に筋管細胞が多数みられる
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